
尾関 栄子
議 員

　
　
　
　
　
県
内
各
地
域

と
同
様
に
、
本
市
に
お
い

て
も
車
両
の
使
用
年
数
、

走
行
距
離
だ
け
で
は
な
く

車
両
の
状
況
等
を
踏
ま
え

対
応
し
て
お
り
、
今
年
度

は
西
分
署
の
救
急
車
が
更

新
と
な
る
。
今
後
も
市
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
消

防
と
し
て
、
計
画
的
に
更

新
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

平
成
26
年
に
西
分
署
、
今
年
度
は
南
分
署
、
中

　
　
央
署
の
救
急
車
が
緊
急
時
に
故
障
し
た
。
使
用
年

数
、
走
行
距
離
を
小
山
市
、
栃
木
市
、
佐
野
市
並
み
の

基
準
に
し
、
早
期
に
救
急
車
の
更
新
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
溶
融
炉
は
焼
却
灰
を
高
温
で
さ
ら

に
焼
却
す
る
た
め
、
焼
却
灰
が
格
段
に
少
な
く
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
元
の
理
解
な
く
し
て
具
体
的
な

検
討
は
進
め
ら
れ
な
い
と
考
え
、
ま
ず
は
地
元
の
理
解

を
得
る
こ
と
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

平
成
26
年
12
月
市
議
会
定
例
会
で
、
南
部
ク
リ
ー

　
　
ン
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
場
建
設
は
溶
融
炉
の
焼
却
場

を
検
討
す
る
と
明
言
し
た
。
溶
融
炉
の
焼
却
場
は
環
境

に
配
慮
し
た
こ
れ
か
ら
の
焼
却
施
設
と
絶
賛
し
て
い
る

が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。

問問 救
急
車
の
更
新
を

　
　
　
　
早
期
に
図
れ
！

生
活
路
線
バ
ス
の

　
　
　
　
　
見
直
し
を
！

◆
ご
み
問
題

大須賀 幸雄
議 員

斎藤 昌之
議 員

　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
の
生
活
路
線
バ
ス
は
路
線
定

期
運
行
の
た
め
、
全
て
の
需
要
に
応
え
る
こ
と
は
不
可

能
な
状
況
に
あ
る
。
各
地
域
の

実
情
や
課
題
に
応
じ
た
移
動
手

段
に
つ
い
て
は
、
地
域
が
主
体

と
な
り
選
択
・
導
入
す
る
こ
と

が
有
効
で
あ
り
、
そ
う
し
た
取

り
組
み
を
市
が
支
援
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
必
要
な
移
動
手
段

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

※
デ
マ
ン
ド
交
通
…
電
話
予
約
な
ど
利
用
者
の
需
要
に

　

応
じ
て
柔
軟
な
運
行
を
行
う
公
共
交
通
の
一
形
態

※
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
…
年
末
年
始
を
除
く
午
前
10
時

　

か
ら
午
後
７
時
ま
で
、住
民
票
な
ど
の
証
明
書
発
行
や
各

　

種
申
請
届
出
、パ
ス
ポ
ー
ト
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

西
部
地
区
の
山
間
部
に
デ
マ
ン
ド
交
通
の
方
式

　
　
を
取
り
入
れ
、
無
駄
を
な
く
し
た
き
め
細
や
か
な

運
行
で
、
よ
り
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
に
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
地
域
の
防
災
訓
練
や
市
職
員
に
よ
る
出

前
講
座
な
ど
で
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
危
険
箇
所

や
避
難
勧
告
な
ど
の
基
準
、
地
域
の
避
難
場
所
に
つ
い

て
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
避
難
行
動
が
円
滑
に
と
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　

自
主
防
災
会
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
防
災
リ
ー

　
　
ダ
ー
に
は
地
域
の
共
助
の
要
と
な
っ
て
欲
し
い
と

考
え
る
。
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
し
た
危
険
箇
所
の

周
知
や
避
難
誘
導
な
ど
の
手
順
を
確
認
す
る
説
明
会
を

開
い
て
は
ど
う
か
。

問

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長

生
活
環
境
部
長

問

消
防
長

消
防
長

消
防
長

◆
災
害
発
生
時
の
市
民
の
安
全
確
保

　
　
　
　
　
同
セ
ン
タ
ー
は

非
常
に
使
い
勝
手
が
よ
く
、

場
所
も
利
用
し
や
す
い
所
に

あ
り
、
市
民
の
認
知
度
も
非

常
に
上
が
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
他
に
移
転
す
る
と
い
う

選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
移
転
に
伴

う
費
用
を
考
慮
し
、
現
施
設

で
の
継
続
を
決
断
し
た
。

　
　
　

同
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
商
業
施
設
と
の

　
　
契
約
が
平
成
27
年
度
末
で
満
了
と
な
る
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
次
年
度
以
降
も
現
施

設
で
の
継
続
を
決
断
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
市
長

の
所
見
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
改
正
に
よ
り
今
後
、
農

業
委
員
は
市
長
の
任
命
と
な
り
、
新
た
に
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
る
。
両
者
が
一
致
協
力
す

る
中
で
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
農
地
利
用
の
集
積
集
約

化
等
の
た
め
に
国
が
創
設
し
た
農
地
中
間
管
理
機
構
を

最
大
限
に
活
用
し
、
地
域
農
業
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
　

同
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
施
行
さ
れ
る
。
毎
年
ふ
え
続
け
る
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

問

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

問 行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

　
　
今
後
の
方
針
を
問
う
！

◆
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
う
対
応

▲生活路線バス

▲行政サービスセンター
(アピタ・コムファースト専門店街2階)

市
　
長

市
　
長

市
　
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長
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議 案 等 の 審 議 結 果議 案 等 の 審 議 結 果議 案 等 の 審 議 結 果
《平成２７年　第５回市議会定例会》

議案等に対する賛否の状況
【全員賛成】議案6件、決定案1件　　　　【賛否が分かれたもの】議案２件

議員
提案 決定

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

受理

受理

受理

当選

受理

決定案
７

７1

７2

７3

７4

７5

７6

７7

７8

報告
22

報告
24

報告
25

選挙
4

報告
23

議案
第71号

議案
第77号

件　　　名 結 果 件　　　名 結 果議案
番号

議案
番号

（敬称略）（敬称略）（敬称略）

市　
　

長　
　

提　
　

案

市　

長　

提　

案

選　
　
　

挙

討　
　
　

論

人権擁護委員候補者の推薦に関する意見答
申について　　　【堀込町　渡邉　善二】

市長専決処分事項報告について
（山川町地内で発生した道路の管理業務執行
上の瑕疵による物損事故に係る和解及び損
害賠償の額の決定に関する専決処分の報告）

議案第７１号　足利市税条例の一部を改正する条例の
　　　　　　　 改正について
　　　　　　　 （反対）尾関　栄子　議員
　　　　　　　 （賛成）金子　裕美　議員

議案第７７号　足利市立図書館条例の制定について
　　　　　　　 （反対）尾関　栄子　議員
　　　　　　　 （賛成）酉田　智男　議員

市長専決処分事項報告について
（高松町地内で発生した物損事故に係る和
解及び損害賠償の額の決定に関する専決処
分の報告）

足利市選挙管理委員及び補充員の選挙につ
いて
　委　員　堀込町　　　　岩佐　富男
　　　　　葉鹿町　　　　白澤　裕子
　　　　　江川町三丁目　蛭川　準子
　　　　　駒場町　　　　萩原　正男
　補充員　赤松台二丁目　荻原　百合江
　　　　　野田町　　　　大蔵　有一
　　　　　家富町　　　　山越　忍隆
　　　　　通四丁目　　　長　　充代

足利市税条例の一部を改正する条例の改正
について
平成２７年度足利市一般会計補正予算（第
３号）について

足利市立図書館施設整備基金条例の制定に
ついて
市長専決処分事項報告について
（西新井町地内で発生した物損事故に係る
和解及び損害賠償の額の決定に関する専決
処分の報告）
市長専決処分事項報告について
（朝倉町地内で発生した道路管理瑕疵によ
る物損事故に係る和解及び損害賠償の額の
決定に関する専決処分の報告）

足利市税条例の一部を改正する
条例の改正について

足利市立図書館条例の制定につ
いて

工事委託契約の変更について
（平成 23 年第３回市議会定例会において
議決を経た市道鹿島山下通りこ道橋新設工
事の委託契約を変更することに伴い、その
契約金額を変更するもの）

工事請負契約の変更について
（平成 26 年第３回市議会定例会において
議決を経た市道鹿島山下通り道路改良工事
（その２）の工事請負契約を変更すること
に伴い、その契約金額を変更するもの）

足利市養護老人ホーム条例の廃止について

足利市道路占用料徴収条例の改正について

足利市立図書館条例の制定について

※議決の種類…可決 /否決（条例、予算など）、受理 /不受理（報告）

※賛成：○　 反対：●　  議長（黒川貫男）は議決に加わりません。

22：1

：
賛　

成

反　

対

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ─ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ─ ○ ○ ○ ○22：1

平
塚　
　

茂

藤
生　

智
弘

酉
田　

智
男

中
山　

富
夫

黒
川　

貫
男

尾
関　

栄
子

渡
辺　
　

悟

小
林　

克
之

中
島
由
美
子

柳　

収
一
郎

荻
原　

久
雄

栗
原　
　

収

大
島　
　

綾

斎
藤　

昌
之

大
須
賀
幸
雄

冨
永　

悦
子

吉
田　

晴
信

横
山　

育
男

小
林　

貴
浩

金
子　

裕
美

杉
田　
　

光

大
谷　

弥
生

須
田　

瑞
穂

末
吉　

利
啓

議 員 名

議 案 名
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